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等
の
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ピ
し
て
編
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ぜ
し
も
の
、
編
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ち
て
地
理
沿
革

も
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
カ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ミ
　
ヘ
カ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
セ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

衛
生
、
政
治
、
財
致
、
治
安
、
港
薩
、
二
三
、
通
億
、
土
木
、
貨
幣
及
金
融

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
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商
串
、
貿
易
、
工
業
、
農
鑛
、
漁
業
、
移
民
及
勢
力
、
敏
育
、
宗
敏
、
井
に

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
も
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公
盆
施
設
。
在
留
本
邦
人
ご
也
り
。
全
編
三
六
〇
頁
の
内
か
く
多
く
の
事
項
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を
網
｝
羅
・
鷲
る
爲
め
地
理
、
　
滑
革
り
部
り
夘
書
津
μ
瓦
三
号
瞬
伊
極
め
て
笛
凹
鼠
r
∵
し
て

而
も
個
々
の
材
料
の
羅
列
に
過
ぎ
す
，
然
れ
ざ
も
此
等
の
事
情
…
を
明
か
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
へ
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
　
　
へ
　
も

ろ
は
本
書
の
圭
眼
に
あ
ら
す
。
商
事
、
貿
易
、
交
通
の
編
の
如
き
は
奮
に
商

業
殖
民
地
ピ
し
て
英
二
人
の
奮
闘
及
成
功
を
示
ぜ
ろ
本
港
の
胱
態
を
知
ら
し

む
る
の
み
な
ら
す
、
本
港
の
南
支
及
束
毘
の
貿
易
上
の
地
位
を
明
か
に
す
る

に
．
資
す
べ
・
し
O
（
啓
成
批
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、
五
〇
）
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目
蔑
。
箕
の
〇
三
げ
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軍
行
本
叉
に
叢
書
ε
し
て
、
近
時
南
来
に
闘
す
る
碧
述
の
公
刊
ぜ
ら
る
・
、

も
の
共
の
数
甚
砂
か
ら
す
ξ
い
へ
こ
も
、
此
の
害
り
如
き
韻
書
の
一
な
り
茄

の
書
に
も
ε
謡
。
ン
円
践
・
岳
～
く
。
・
霞
。
，
鼠
。
・
の
一
に
・
し
て
、
蒲
も
同
叢

書
既
刊
申
に
あ
り
て
は
唯
一
の
南
米
醐
係
の
書
ミ
す
。
其
の
初
版
は
十
豊
年

蔚
、
西
武
牙
語
を
以
て
也
ら
れ
れ
る
が
、
後
刷
語
に
て
訂
正
増
補
ぜ
ら
る
、

所
あ
り
、
か
く
て
そ
れ
よ
り
英
諜
ゼ
ら
れ
六
る
も
の
が
撃
ち
島
の
書
な
り
、

英
課
初
版
の
年
一
九
二
年
よ
顯
今
日
に
至
る
ま
で
、
既
に
版
を
重
め
る
事

策
三
號
日
五
六
（
五
二
七
）

三
度
に
及
べ
リ
。
思
ふ
に
南
来
旨
饗
は
近
時
に
於
て
も
世
界
の
一
大
問
題
ド

・
し
で
、
塾
葺
ハ
曇
展
ほ
列
強
の
注
目
日
妊
ろ
所
な
り
。
南
米
諸
閥
州
申
帖
験
一
二
の
一
鍛
も
軸
迅

蓮
な
る
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
麗
爾
然
丁
こ
な
す
。
其
の
最
近
の
饗
展
は
實
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に
日
本
¢
共
に
、
世
界
中
の
奇
績
ご
構
ぜ
ら
る
、
例
へ
ば
耕
地
の
如
き
は
、

一
九
〇
九
年
に
至
ろ
過
去
四
ケ
年
間
F
、
二
干
五
百
萬
エ
ー
カ
ー
よ
り
一
躍

三
千
五
百
萬
工
ー
カ
ー
ミ
な
り
て
、
七
割
五
分
の
墳
加
を
示
也
り
。
叉
此
の

間
に
於
け
る
鍛
物
攻
獲
の
貨
上
意
二
千
萬
圓
よ
り
一
億
八
干
鯨
萬
圓
に
激
塘

也
嚇
。
さ
札
ば
廿
六
七
二
度
ま
で
は
，
バ
ン
の
原
料
亨
し
て
峯
粉
を
輸
入
亡

六
嚇
し
此
の
國
が
今
や
一
人
一
噸
當
の
生
産
額
を
示
し
、
盛
に
海
外
に
輪
出
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す
る
に
釜
れ
ろ
な
り
。
叉
畜
産
を
見
ろ
に
、
過
去
廿
年
聞
に
於
て
、
羊
の
み

け
▽
七
一
R
萬
頭
を
輔
照
岬
し
て
、
山
ハ
干
・
七
百
【
鯨
萬
藺
m
霊
な
れ
る
も
篭
　
一
般
に
多
大
の
檎
殖

殖
を
示
・
し
，
牛
は
三
百
鹸
頭
を
塘
・
し
、
其
の
他
に
も
二
百
鯨
萬
頭
の
塘
鐵
を

見
る
も
の
あ
ろ
程
に
て
、
全
家
畜
の
旧
格
は
蟹
に
廿
慮
園
電
見
積
ら
る
顛
盤
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な
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。
既
の
書
ほ
即
ち
蕊
二
三
丁
の
農
作
物
及
其
の
加
エ
騎
囎
、

齢
酔
鋤
壁
に
塾
そ
、
正
確
な
る
統
計
に
よ
り
て
之
義
述
し
、
（
第
二

第
三
章
）
貿
易
及
金
融
機
關
等
を
論
ご
（
第
三
章
）
最
後
に
財
政
上
の
研
究
を

試
み
辺
り
（
弟
四
章
）
此
等
は
何
れ
．
も
一
地
理
墨
研
　
究
ト
一
参
考
す
べ
吾
、
灰
甚
だ
多

し
・
而
も
全
奮
約
三
分
2
を
診
ろ
慰
撒
，
⑳
塚
、
馨
雀

　
　
し
ぬ
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移
入
民
ミ
拓
殖
（
第
一
章
）
の
部
門
は
極
め
て
意
義
深
き
文
字
あ
ろ
を
認
め
し

む
。
嘗
中
に
取
扱
に
れ
れ
ろ
統
計
上
の
二
字
は
、
英
課
勧
叛
の
年
に
於
て
に



最
近
の
も
の
な
砂
し
も
、
既
に
幾
年
を
維
過
し
六
る
今
厨
．
獲
展
急
速
な
ろ

岡
國
の
最
近
事
情
を
窺
ほ
ん
ε
す
う
に
欝
り
、
甑
然
六
る
は
勿
論
な
れ
ざ
も

同
二
三
精
の
概
観
を
な
す
に
は
敢
て
不
可
な
か
る
べ
・
し
。
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著
者
は
亜
米
利
加
合
衆
園
農
務
官
吏
な
嚇
、
岡
國
が
近
時
輸
入
ぜ
る
熱
帯

諸
地
方
の
産
吻
が
年
十
二
億
圓
に
も
上
れ
る
所
よ
9
、
著
者
が
熱
帯
地
方
に

於
け
る
農
業
の
朕
態
を
其
の
國
人
に
知
ら
し
め
む
甘
的
を
以
て
，
も
の
し
れ

る
も
の
郎
ち
是
な
り
。
晦
・
し
て
碧
者
は
更
に
熱
帯
農
業
將
來
の
搬
展
に
蘭
す

る
諸
問
題
爾
明
の
必
要
ご
、
殊
に
南
米
諸
邦
に
就
吾
そ
一
癬
の
理
解
を
要
す

べ
斗
㌧
を
蓮
ぶ
。
余
が
此
の
激
口
を
紹
介
ぜ
む
課
す
る
も
亦
一
㎞
μ
整
式
同
意
な
る
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各
論
な
り
。
共
の
各
論
の
蔀
に
於
て
は
、
農
産
物
各
種
に
就
き
て
、
植
物
ミ

し
て
の
性
貿
，
産
地
及
び
貿
易
の
駿
況
等
を
継
覗
ぜ
り
。
而
し
て
熱
帯
地
、
方

の
植
礒
’
・
物
、
鑛
産
物
及
動
物
等
に
就
・
き
て
は
、
書
名
及
び
著
述
の
目
的
に
も

示
さ
れ
六
れ
こ
も
、
亦
蕗
の
部
門
に
側
て
、
そ
れ
く
農
庵
物
ピ
同
襟
の
方

式
に
■
よ
罷
り
で
一
、
取
扱
は
れ
れ
る
は
渇
望
ぶ
べ
・
し
G
就
、
の
雲
脚
醐
の
都
に
於
て
に
、

韓
藍
尉
猷
も
ム
劉
臨
海
生
碇
R
及
賦
す
鉱
劉
し
照
隠
べ
撫
某
地
か
物
聯
殊
脳

リ
　
へ

法
」
の
如
き
最
も
輝
岩
溢
か
る
べ
き
問
題
を
始
め
ミ
・
し
て
、
熟
幣
地
方
の
土

…
獲
、
熱
帯
産
物
の
商
業
上
に
於
け
る
重
要
の
度
や
、
経
濟
及
び
就
會
状
態
ε
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書

熟
樽
地
方
の
天
悪
等
に
就
き
イ
、
の
著
者
の
見
解
を
窺
ひ
得
べ
・
し
。
余
は
此
の

書
を
一
発
し
て
、
著
者
の
所
論
灰
設
に
資
し
全
然
首
肯
ぜ
ろ
も
の
に
ほ
あ
ら

ざ
れ
こ
も
、
近
時
此
の
種
の
書
籍
多
か
ら
ざ
ろ
を
以
イ
、
、
地
理
柴
又
ほ
地
理

科
研
究
の
参
考
資
料
§
し
て
、
孫
に
申
筆
敏
師
争
訟
に
推
断
ぜ
む
霊
欲
す
る

も
の
な
り
。
抑
熱
帯
地
万
に
於
け
ろ
農
淺
、
審
産
叉
は
鑛
産
等
の
開
獲
事
業

は
、
駄
米
列
強
が
熱
心
に
劉
策
し
、
努
カ
早
る
所
に
6
て
、
換
言
す
れ
ば
、

欧
米
讃
閥
…
の
殖
民
地
…
閉
拓
問
題
（
ト
る
べ
・
し
。
南
…
米
…
譜
圃
の
加
工
き
h
ほ
既
に
、
濁
山
払

の
國
家
を
形
成
諮
り
ε
難
も
、
彼
等
が
各
々
其
の
國
獲
江
上
に
致
座
る
施
設

亡
事
情
ご
は
獣
米
殖
民
地
の
そ
れ
ピ
全
矯
相
異
ぜ
る
に
は
あ
ら
す
，
熱
帯
地

産
菜
ビ
い
ふ
鮎
よ
り
す
れ
ば
，
更
に
一
瞬
の
一
致
鮎
あ
ろ
を
認
む
る
も
の
な

り
。
海
外
髄
展
、
殖
晟
思
想
養
成
は
、
近
津
我
が
憂
事
育
界
に
見
ろ
流
行
語

な
れ
こ
も
、
其
の
實
際
に
於
て
は
徒
ら
に
大
語
批
語
し
て
、
冒
面
心
の
み
を

養
成
す
れ
ば
、
以
て
其
の
質
的
に
適
ふ
ミ
な
す
も
の
少
か
ら
ず
、
斯
く
の
夘

吾
、
は
詫
ハ
の
結
果
、
實
に
、
角
を
矯
め
ん
寸
、
・
し
で
、
牛
を
殺
す
に
晶
類
ず
’
。
己
を
．
知

り
煎
鰍
を
L
借
る
は
、
攻
城
野
戦
に
「
の
み
、
用
…
ふ
べ
吾
・
丘
ハ
法
の
秘
訣
に
は
あ
ら
す

諸
外
圓
及
び
殖
民
地
の
事
情
を
知
碍
す
る
に
あ
ら
す
ん
ば
，
挙
和
角
逐
瘍
裡

に
於
て
、
い
か
で
か
其
の
國
基
を
蟄
固
に
し
、
製
糖
慢
展
り
實
を
志
げ
得
べ

き
。
此
の
意
味
に
於
て
、
余
は
本
書
記
論
り
篤
き
智
識
の
國
艮
間
に
普
及
ゼ

ら
れ
む
事
を
切
望
で
る
も
の
な
り
Q
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